
H31.２月分工事報告 

 

作成：（公財）文化財建造物保存技術協会 阿蘇神社一の神殿ほか５棟設計監理事務所 

修理工事こぼれ話⑲ 境内の石造物（玉垣・石碑・石灯籠編） 

 

 前々回のコラムで、阿蘇神社境内の石造物のうち、石灯籠について紹介しました。年

号が入っている石造物は石灯籠以外にもあり、古いものから新しいものまであります。

今回は、昭和以前の年号の入った石造物と、前々回紹介できなかった残りの石灯籠を紹

介します。 

 

１．玉垣 

 玉垣とは、神社の周囲をめぐらす柵状のもののことであり、阿蘇神社のものは石造で

す。下図の赤線で示した箇所が玉垣ですが、年号が書かれているものは５箇所で見つけ

ることができました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①斎館付近 

 参道と斎館の間にある玉垣には、「昭和三十一年七月」という日付が刻まれていまし

た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

阿蘇神社 配置図 

① 

③ 

④ ⑤ 

② 

斎館付近 玉垣 斎館付近 玉垣 詳細 
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②、③一の神殿・二の神殿前 

 一の神殿と二の神殿の正面にある玉垣には、対称の位置に年号が刻まれていました。

どちらも「昭和五十年十一月十二日」という同じ日付が刻まれていました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④、⑤参道・第１駐車場間 

 どちらもほぼ同じ位置にあるため、同じ日付が刻まれているだろうと思っていました

が、南側の④は「昭和五十年六月」と刻まれているのに対し、北側の⑤には「昭和五十

年三月」と刻まれており、３カ月ほど時期が異なりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この面に彫られていました 

この面の裏に彫られていました 

一の神殿前 玉垣② 

二の神殿前 玉垣③ 詳細 

二の神殿前 玉垣③ 

この面に彫られていました 

この面の裏に彫られていました 

参道・第１駐車場間 玉垣④（南側） 参道・第１駐車場間 玉垣⑤（北側） 
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２．石碑 

 石碑とは、文字や文章が刻まれている石のことをさします。一般的には、他の目的を

持たず、業績や事柄を記念した文字・文章を残すために設置されているものをさします。

阿蘇神社には、昭和以前の年号が刻まれた石碑は６箇所で見つけることができました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①南鳥居前 

 南鳥居とともに境内との境界であることを示しています。「昭和五十一年七月」とい

う日付が刻まれています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

阿蘇神社 配置図 

② 

① 

③ 

④ 

⑤ ⑥ 

南鳥居前 石碑 南鳥居前 石碑 詳細 
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②山王社庚申社横 

 山王社庚申社の南側にある石碑です。 

山王社庚申社の改築を記念して設置さ 

れたもののようです。「昭和五十三年一 

月」という日付が刻まれています。 

 形状的に、元は石灯籠だった可能性 

も考えられます。 

 

 

 

 

 

③社務所付近 

 社務所東側の植木近くにある石碑は、寄進を記念して設置されたもののようです。「大

正十四年五月十五日」の日付が刻まれています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④、⑤斎館前 

 どちらも歌を刻んだ石碑となっています。④の石碑には「昭和五十年九月」の日付が、

⑤の石碑には「昭和五二年秋」の年号が刻まれています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

社務所付近 石碑 社務所付近 石碑 詳細 

山王社庚申社横 石碑 

斎館前 石碑④ 斎館前 石碑⑤ 
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⑥拝殿北側 

 拝殿北の翼廊前に、せのび石という 

寄進された石碑があります。「昭和六 

十二年」という年号が刻まれています。 

 

 

 

 

 

 

３．残りの石灯籠 

 以前紹介したもの以前に、あと３箇所石灯籠がありました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①願かけ石前 

 願かけ石の前方に一対の灯籠があります。年号は刻まれていませんが、他のものより

も装飾が豊かな形状となって 

います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

阿蘇神社 配置図 

① 
③ 

願かけ石前 石灯籠 

② 

拝殿北側 石碑 
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②高砂の松付近 

 竿が無く、上部のみ残っている状態です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③斎館前 

 この灯籠は、明かりを入れる箇所が彫られていないため、庭園などの添景用かと思わ

れます。年号は刻まれていませんでした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以上、境内の玉垣・石碑・石灯籠を見てきました。今回紹介したものでは年号が刻ま

れているものは 11箇所ありましたが、そのうち８箇所の年号は昭和 50年（1975）から

昭和 53 年（1978）年の期間を示していました。そのため、昭和 50～53 年は、阿蘇神

社で境内の整備が行われた期間であると言えそうです。また、この時期には社殿の屋根

が檜皮葺から銅板葺に替えられており、石碑の年号は、境内の景観が大きく変化したタ

イミングを示しているのかもしれません。 

                                （石田 陽是） 

高砂の松付近 石灯籠 

斎館前 石灯籠 


